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  は じ め に

　近年、子どもたちの「食」を取り巻く環境は大きく変化し、栄養の偏り、朝食の欠食などに

よる食習慣の乱れや地域の伝統的な食文化が失われつつあります。

　また、社会的にも食の安全・安心に対する意識がより一層高まっており、特に、食物アレル

ギーは大きな課題として認識されております。

　本県における食物アレルギー対応実施状況調査によると、平成28年度は、3年前の調査に比

較し、児童生徒の有症者率の増加傾向が見られました。そのため、学校における食物アレルギー

の対応については、学校全体で情報を共有し、その未然防止に取り組むとともに、万一発症し

た場合の迅速かつ適切な対応が行えるような体制の構築と個々の対象児童生徒へのきめ細かな

対応が求められております。

　学校における食物アレルギーへの対応については、文部科学省の監修により公益財団法人日

本学校保健会が「学校のアレルギー疾患に対する取り組みガイドライン」を平成20年に発行

しました。

　そうした状況において、平成24年12月に食物アレルギーを有する児童が、学校給食を起因

としたアナフィラキシーショックの疑いにより亡くなるという事故が発生しました。これを受

け、文部科学省では再発防止のための検討が重ねられ、平成27年3月に、安全性を最優先に組

織的に対応することを基本とした、「学校給食における食物アレルギー対応指針」が示されま

した。

　今回は、国の方針に基づき、本県での具体的な対応について示すことを目的とした指針を作

成しました。今後、各市町村教育委員会等において、本指針を参考にそれぞれの実情を踏まえ、

さらに具体的な対応について検討し、取り組んでいただきたいと思います。

　なお、本指針は、学校給食だけでなく、学校生活全般における食物アレルギ－を対象として

おりますので、各園、学校から関係機関等でも参考にしていただき、より広く活用されること

を期待しております。

　最後に、本指針の作成に当たり多大な御協力をいただきました皆様方に、心から感謝申し上

げます。

　　平 成 29 年 2 月

新潟県教育庁保健体育課長　　　

池　嶋　聖　也　
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